
第３巻　第２号

ヒノキガサ

　わたくしたちの身辺には，画一的な工業製品がほとんどではないでしょうか。そのためかど

うか，手づくりのあじわいを求めて，昨今は，民具がブームだといいます。

　写真のヒノキガサもその一つです。これにはいくつかの種類がありますが，つくり方はほぼ

同じで，檜の削り片（ヒンナといいます）を゛カサブタ″という台のうえで一つ一つ丹念に綱

代にくんでつくる組笠の一種です。それには，゛カサブタ″をはじめ小刃など，約５種類の道具

が使用されます。

　白山麓の尾口村深瀬区では,400年程もまえから，こうしたヒノキガサを，おもに女性があん

できました。大正の頃は深瀬区64戸全部がつくっていたといいます。そのため，カサつくりに

用いる゛カサブタ"などは，かつては嫁入り道具の中に数えあげられていたほどでした。

　しかし，手づくりの美しさをもつヒノキガサづくりも，手取川ダム計画による深瀬区の人々

の集団移住で，長い伝統の消滅が心配されていました。でも，新しい移住地での製造がはじめ

られるようで，この心配は解消されそうです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真　宇野文夫，文　松山利夫）



　この夏（7月30日～８月５日）,金沢大学教養部地学教室の先生方と共同で，目附谷上

流，紅滝付近のガレで手取統の植物化石の採集を行ないました｡

新しく．直立樹幹が4本見つかりました 3 kg ハンマーを使っての奮闘

一仕事終って，キャンプでの夕食時 採集化石の一部，右がポドザミーテス，左がニルソニア
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目附谷(めっこだに)の゛二重ノ滝″(ニジンタキ)

松尾　　秀邦

　国土地理院発行の1/25,000地形図゛白峰″

図幅を展げると，目附谷の本流に滝の印が２

箇所ついている。上流に存在するのが紅滝，

下流の滝には名が付いていない。ここで結論

をいわせて貰うと,紅滝の位置には滝はなく，

下流の無名の滝の位置に"二重ノ滝（ニジン

タキ）″が存在する。

　もっとも, 1/50,000 地形図゛白峰″図幅で

は，本流の滝は１箇所で，紅滝の位置にそれ

があって，紅の字のルビに゛にじ″がふって

ある。

　この紅滝なるものは，゛二重ノ滝〃が゛ニジ

ンタキ"更に転化して゛ニジタキ″となり，

漢字をあてる時に，虫と糸を取違えたという

事になる。地形図作成に際し，地名は漢字で

書くという規則でもあるならば，漢字をあて

る必要があるが，いらざる事を行ったが為

に……の感がある。

　そこで，゛二重ノ滝（ニジンタキ）″である

が，この名称は形態から名付けられたのであ

る。この滝は二列並んで落ちていた，もし片

方が大きければ夫婦滝（めおとだき）になっ

ていたであろう。

　しかし，筆者は当センターの研究報告書に

投稿した時，ニジンタキが二重ノ滝になって

いた事を確かめず，他の滝に名称を与えてし

まった。ここに問違いを訂正し，配慮の至ら

なかった事を深く御詫びする次第である。

　筆者が今までに三回見て来た目付谷本流の

　゛二重ノ滝〃は渇水期のためか, 1本のみが

どうどうと落下していた。今回のように，例

年になく梅雨の上りが遅れ，増水している時

の滝を見たのであれば，゛成程，ニジンタキは

この滝だ″と判断したに違いない。尾添の人々

の口伝を素直に受けておけばよかったのにと

後悔することしきりである。

　何故, 1本のみと見えたのであろうか，こ

れは渇水という条件もさることながら，昭和

９年の大出水が原因ではなかろうかと思うの

である。尾添の人々や昭和６年夏に目付谷に

入り，化石を採集された長尾捨一さんに伺え

ば簡単に判明することなのであるが，恐らく，

これ等の方々は堂々たる二筋に落下する滝を

御覧になっていたに違いないと思うのであ

る。今日のように本流の部分の下刻が左片側

よりも大きく，二筋の滝のバランスを崩した

のは滝を見ていると，昭和９年夏の出水に外

ならぬと判明するのである。

　何故ならば，右岸側には大きな谷筋が入っ

ていて本流となっており，左岸側よりも出水
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の際の影響を大きくこうむり，その結果は滝

の落ちロにアンバランスを生じ，本流側の崩

れが大きかったことによるのである。

　とに角，今回の目付谷化石採集で入山し，

例年になく水量が豊富であったお陰で，滝が

二筋にある゛二重ノ滝″を確め得た。事実，

二週間程の間に水量が減って来ると,右岸側，

本流の堂々たる落ちぶりに対して，他方の貧

弱さは゛無″に等しい落ちぶりをしめした。

　滝の位置については，右岸側に大きく入る

谷筋が滝の上流に存在することから. 1/25,

000地形図の無名の滝がそれにあたることに

は自信があったが，念の為に，金沢大学山岳

部の西村君に本流を＝上って貰って，果して

本流のこの滝の上流に，地形図に載せられる

程の立派な滝が存在するのか否か確かめて

貰った。

　その結果は，昌頭に述べた様に゛紅滝″の

位置に滝はなく，無名の滝こぞ二重ノ滝(ニ

ジンタキ)"であることが確かめられた。

　ニジンタキを認めることは，手取統植物群

の一員に゛紅滝フロ―ラ″が用いられている

ことにも影響があるのであって，この植物群

の名＝を゛目付谷フローラ″と改称しなけれ

ばなるまい。何故゛ニジンタキフロ－ラ″と

改名しないかというと，河川の侵蝕作用，下

刻の結果によって滝の後退現象が生じ，何れ

の日にかは，滝は消滅する運命にあり，後退

のあとには゛゛＝（ドロ）"という峡谷を残す

ことになるからである。

　それにしても，目付谷の本流の立派な滝の

名称は，尾添の人々によって云い伝えられて

来た二重ノ滝（ニジンタキ）"が本名であっ

て, 1/25,000地形図上から紅滝を消し，無名

の滝の位置に゛ニジンタキ″と記入されるべ

きである。従って1/50,000地形図上には紅滝

を取り，新しく下流の位置にニジンタキを追

加するということである。

　なお，筆者が゛二重ノ滝″と判断したナル

谷（鳴谷と漢字をあてるのは間違いで，ナル

イタニ，即ちゆるやかな谷の意をもつ谷なの

である）の合流点から望める滝は無名の滝で，

地形図には未記載の滝であることを付加し，

再度，゛ニジンタキ″に対する判断の汗潤さを

御詫びする。

目附谷の声のブッポウソウ

　゛はくさん" 2巻２号に゛白山の声のブッ

ポウソウ″を載せて頂いた時に，所員の水野

さんから゛中宮のセンター裏山で毎晩鳴いて

いる″と伺った。そこで，センターの展示室

の化石標本が貧弱であるとの風群も耳にして

いたので, 6月に入った水曜日，休館日とは

知らずに伺った。標本の方は世評にたがわず

という処であって，コノハヅクの方も今日此

頃はサッパリ聞かれないとの事で，二重の

ガッカリを喫した次第であった。

　しかし，標本の方は゛目附谷″で採集すれ

ば,何とかなるというわけで,昭和49年７月

下旬に目附谷に入ることを決めた。

　例年であれば，梅雨はすっかり上っている

筈である中旬過ぎても雨の日が多く，月末近

くの27日にやっと目附谷の右岸に天幕を張

ることができた。

　翌日からの行動は夜明けと共にと決めて，

８時前に寝袋にもぐり込む。

　聞いた様な声がする。今日下って来た゛ナ

ルダニ″の奥で一羽鳴いている。゛ブッポウソ

ウとしか聞えないよ″と頑張る御仁もいたが，
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兎に角コノハヅクの声である。

　　゛はくさん″に゛老年期に入って，何時の

日か″とはやまった事を書いたものだと反省

もしたが，それよりも嬉しく懐かしかった。

　もう少し近くに来ないかと思ったが，その

日は動かなかった。やがて鳴き止んだ。

　翌日からの天気は，午前中は何とか保った

が，午後は雨になって,28日, 29日. 30日の

夜は雨となり，コノハヅクの声は聞かれな

かった。

　31日になって，やっと夜も雨が降らず８時

頃に一寸鳴いた。外は月明りのようなので，

天幕から出て見ると十三夜月位で明るい。こ

れで鳴かないのか。

　８月１日, 2日も遠くで鳴いたが，月の出

と共に鳴き止む様である。

　３日の夜は，今までより随分近く゛ナルダ

ニ″との合流点付近で鳴いている。外に出て

見ると東方のブナ林の稜線が異常に明るい。

満月である。コノハヅクのいる谷筋は今，月

の光を浴びようとしている。月の光が届くと

鳴き止んだ。やがて，こちらの谷底にも光が

さして来た。この明るさではコノハヅクの眼

もくらむのであろう。

　独り残った目附谷，動物達もその気配を感

ずるのか，電灯で明るい天幕の中にハツカネ

ズミ位の小動物がやって来る。南京豆を四つ

に割ってガムテープの上に載せて，捕獲を試

み，明るいと駄目であろうと，電灯を消すと

見事にやられて終った。

　処で, 4日は十六夜月，コノハヅクが慰問

に来て呉れたのかと思う程近くで鳴く。月は

やっと山の端を出切った処で，新聞が続める

位明るいのに，今日は良く鳴く。対岸のブナ

林の中である。月の光が冴えてくるのに従っ

て，流れの音までが，何にかを歌っている様

である（ローレライの歌声もこれか?）。この

歌声もブッポウソウと響く間はハタと止む。

詩情があればこの感激をと，妙な事に気をと

られている間に鳴き止んだ。

　５日夜は人が増えて，天幕内が人声で賑や

かになると，小動物は天幕内に入らず｡コノ

ハヅクの声も遠退いた。月の出が遅くなって

いるのに聞えない日もあって, 10日夜からは

すっかり聞かれなくなった。11日夜などは，

痔の痛みで寝袋の中を反転・悶々としている

のに慰めては呉れなかったのである。

　それでは十六夜月の夜は，何の為に近くに

来たのかと思う。天幕の廻りをウロック小動

物を狙ったのか，下衆の勘繰りもいい処かも

しれないが，コノハヅクが生きる手段として

は止むを得まい。日中は,これ等小動物を狙っ

ている蛇の姿を天幕近くで見かける様になっ

ていたのである。

　それにしてもコノハヅクの声は何時聞いて

もすがすがしい。来年もまた聞かして貰らう

つもりである。（金沢大学教養部地学教室）
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白山の民話（2）
め　っこ　だに　　　　ばけ　もの

目附谷の化物

石野　　春夫

　　　　　　　　　　　　　によにんきんせい　むかし，むかし，白山は女人禁制と言って

女の人は登ってはいけないことになっていま

した。あるとき尾添のきかんおばばが村の人

達が止めるのもきかないで，登ってはならな

い白山の頂上をめざして登って行きました。

白山の神様はこのおばばが神様の住んでいる

頂上を目ざして登って来るのを見つけて大へ

ん腹をお立てになりました，神様は頂上近く

まで来たおばばをひっつかんで真っ二つに引

きさいておばばが履いているワラジをむしり

取って，はだしのおば

　　　　　　　げかいばの体の半分を下界'に

向って右側の谷へほお

りこんでおしまいにな

りました，残りの半分

を左側の谷へほおりこ

んでおしまいになりま

した。右側の谷は蛇谷

と言って大きなヘビが

沢山住んでいる谷で

す，この蛇谷へほおり

こまれたおばばの体の

半分は沢山いるヘビが

きれいに食べてしまい

ました。左側の谷へほ

おりこまれた残りの半

分のおばばの体は，片

目，片手，片足で，口

も鼻も半分のお化けに

なって誰か助けに来てくれないかと，はだし

の片足で広く深い谷の中をさまよい歩くよう

になりました。尾添の人達はいつまでたって

もおばばが帰って来ないので心配になりまし

たが誰一人として探しに行きませんでした。

　あるとき一人の男の人がこの谷の奥へ仕事

に行きました，途中迄行くと突然，片目，片

　　　　　ばけもん手，片足の化物が出て来てはだしの片足で，

ヒョッコ・ヒョッコと追いかけて来ました。

　谷の中を誰か助けに来てくれないかと待つ
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ていたおばばの化物です，おばばの化物はこ

の男の人に尾添迄つれて行ってもらって, も

う片一方の体をみつけてもらって，くっつけ

てもらおうと思うたのです，自分の体の半分

がヘビに食われてしまったことを知らないの

です。何とかして男につかまろうとしてはだ

しの片足で一生懸命，ヒョッコ，ヒョッコ，

ヒョッコ，ヒョッコと追いかけました。男は

つかまったら殺されると思い恐ろしさで足が

がくがくして思うように走れません。もう少

しでつかまりそうになったとき，男は自分の

片足のワラジの紐がゆるんできていたのを力

一ぱい化物にけとばしてぶっつけました。

　ワラジがとんで来たので化物は喜んで男を

追っかけるのを忘れて，そのワラジをひろっ

て履こうとしました。片手で片足にワラジを

あてて紐をむすぼうとするのですけれども,

どうしても片手ではワラジの紐はむすぶこと

ができません，右の紐をしめると左の紐がゆ

るみ，左の紐をひっぱれば右の方の紐がほど

けていきます,何とかしてワラジを履こうと，

くんず，ねんずしておりました。男は化物が

ワラジの紐をむすぶのに一生懸命になってい

る間に村へ逃げ帰って来てしまいました。

　この時から，この片目，片手，片足の化物

がいるこの谷をノツコ谷と呼ぶようになりま

した。片目で片手で片足にワラジをはこうと

するこの化物は，今でもこの谷の中を助けに

来てくれる人を求めて，さまよっているとい

うことです。

　今でも，尾添の人達はこの谷へ入る時には

いつでも片一方のワラジをぬいで，この化物

にぶっつけることができるように用心して行

くそうですし，この化物に出合ったらワラジ

を片一方ぶっつけるように子供に教えている

そうです。

　　　　　　　《語り手は川田富美子氏です》

　　　　　　　　　　　　　(現鶴来町在住)

編者注

　尾口村瀬戸の粕塚（現在開墾記念碑が立っ

ている）のそばで酒粕を売っていたおばあさ

んがいた。白山へ持って行けば登山者によく

売れるだろうと四塚山へ持って行った。女人

禁制の山へ酒粕を持って来て金もうけしよう

とはとんでもないと，神様がばあさんをひき

裂いて，片方を目附谷の二重滝へ，片方を雄

谷の二重滝へ投げ込んだ。このばあさんが化

けて出るので，雄谷ヘイワナ採りに行く時は
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ワラジを余分に片方持って行くように。その

化物が出たらワラジを片方やって，それをは

こうともたもたしている間に逃げて帰るとよ

い。

　というふうに，やや形をかえて吉野谷村中

宮でも語り伝えられている。ともに白山への

女人登山を戒めると同時に滝が多く深い白山

の谷へ入る時には十分の準備と注意をするよ

うにと説いた話である。



｢木の実｣のイメージ

松山　　利夫

私達はいま，「木の実」という言葉を聞いたと

しましょう。そのとき，この３つの文字から

あなたはどんなことを連想するでしょう。

　かつて私は，こうした意味のアンケートを

約200人の方々にお願いしたことがありま

す。御協力いただいたのは，白山の麓の白峰

村白峰中学校と金沢市の中心部に位置する高

岡中学校の生徒のみなさん，それに御父兄の

方々でした。

　その結果，たいへん興味のあるいくつかの

ことが明らかになりました。その１つは，「木

の実」と聞くとすぐに゛ドングリ″を思い出

す人が，白峰でも金沢でも大変に多かったこ

とです。いまの私達にとって一番身近な木の

実は，以外にも簡単には食べられないドング

リだったのです（もっとも，いろいろ手を加

えればたいていのドングリは食べることがで

きます）。そういえば,幼い頃の一番よいオモ

チャ（玩具）が，このドングリだった人も多

いと思います。

　秋，落葉の下にあるのを拾い集つめ，糸で

つないで輪をつくり，女の子は首かざりや腕

輪にして遊んだり，またママゴトにも使いま

した。女の子もそうですがおもに男の子は，

ドングリに竹ヒゴやつまようじなどを刺して

コマをつくりました。ドングリコマ″の作り

方には，竹ヒゴを刺すだけの簡単なものや，

ドングリの実のほぼまんなかを横に切り，別

に適当な大きさに切っておいた紙の円盤にそ

れぞれの好みの模様をつけ，これを半切した

ドングリにのせ竹ヒゴなどで刺し通すもの

もありました。これらのほかには，゛ドングリ

のフエ″があります。これは実に小さい穴を

あけ，そこから白い中味（胚）を針でとり出

してつくったものです。

　先のアンケートは，こうした思い出をもつ

人達が数多いことを示しているものと思いま

す。

　私の注意をひいたアンケートの結果の２つ

めは，「木の実」と聞くと゛第二次大戦中や大

戦直後の食糧が乏しかった頃を思い出す″と

答えた人が，白峰にも金沢にもみられること

です。もちろん，こう答えた人達はいずれも

40代以上の方ばかりです。もう少し詳しく書

いてくれた人もありました。そのおもなもの

を２つほどひろってみますと，゛大戦直後の食

糧がなかったとき，県庁の庭のシイノミをよ

く拾いにいった″ことや，食べるものがなく，

トチノミやドングリをほとんど常食のように

していた″ことなどがあります。食べ物がふ

んだんにある現在では，トチノミやドングリ

を常食にし，シイノミを拾っておやつのかわ
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りにしたことなどは，ちょっと考えられない

ことかも知れません。しかし当時は，そうし

なければならなかったほど食糧事情は深刻

だったようです。

　このように，小さな木の実にもその時代の

社会情勢が反映されていることを知るので

す。

　それからもう１つ気がついたことは，白峰

でも金沢でも，中学生が゛知っている″か゛自

分で拾ったことのある″木の実の種類がほと

んど共通していることです。それはドング

リ・クリ・クルミなどですが，山村の子達と

中都市に住む子供達の間に明瞭な差がなかっ

たことです。このことは，山村とはいっても

実際の生活や遊びが全く都会とかわらないと

ころからくるのかも知れません。ただトチノ

ミだけは,金沢の子供達は知らないようです。

そういう点ではトチノミはやや特殊な木の実

になっています。白峰の子供達がこの木の実

を知っているのには理由があります。この村

では昔から今にいたるまで，複雑な工程を経

て゛トチモチ″に加工し，食用に供してきて

いるという事実があるからです。つまり，こ

うしたことを通じて10代の子供達もトチノ

ミを知り，その食べ方の一部なりとも継承し

ていくだろうと思われるからです。

　ドングリはこうはいかなかったようで，私

達のほとんどは幼い頃の遊びの思い出につな

がるものでしかないようです。大戦直後まで

食用に供されていましたが，いまでは食べる

ということは思いもよらず,それどころがド

ングリを食べるとドモリになる″とさえいっ

てきたわけです。

　このように，地域がかわり時代が推移する

と，同じ「木の実」でもそれがもつ意味，あ

るいはそれに対して抱く人々のイタージも大

きく変化していくようです。　（研究普及課）

鈴なりになったトチの実
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白山火山

Ｉ．黒ボコ岩一パン皮状火山弾－

東野　　外志男

　急なのぼりの道はおわり，そのさきには平

担な弥陀ケ原が広がり，室堂ももう少しとい

う所に白山の名物゛黒ボコ岩″が腰をすえて

います。その表面には，いくすじもの割れ目

がはいっています。まわりを見渡すと，この

平担地にはふつりあいに，黒ボコ岩と同じよ

うな巨岩が散在し，一種独特な景観を呈して

います。

　これらの巨岩は白山火山が噴出したものに

はちがいないのですが，柱状節理をもつ熔岩

や火山灰とは異なっています。それにしても

この大きさ，表面にできている異様な割れ目

が気にかかります。同じような巨岩は，千蛇

ケ池から中宮道の分岐点あたりまでの登山足

の川辺や，その西斜面にも多く見られます。

黒ボコ岩ほどの大きさはなくとも，同じよう

な割れ目を持つまるい形の岩も転がっていま

す。　この割れ目は，パンを焼いた時にその表

面にできる割れ目に似ているので，このよう

な岩をパン皮状火山弾と言っています。

　パン皮状火山弾の内部を見てみましょう。

黒ボコ岩のような大きな岩は切ってみるわけ

にいきませんが，小さなパン皮状火山弾なら

切ってその内部の構造を調べることができま

す。下の写真が小さなパン皮状火山弾を切っ

たその断面です。外側は黒っぽく,緻密になっ

　　　　　　　　　　　　　　　　黒ボコ岩

ていて，ちょっとの力では壊すことはできま

せん。しかし，内部は少し白っぽくなり，小

さい穴がたくさんあいていて，ボロボロとと

れる部分もあります。割れ目は外側の緻密な

部分のみに見られ，その内部までは達してい

ません。

　このような構造は，次のようにしてできあ

がったと考えられています。火山の爆発に

よって火口からマグマのかたまりが噴きだす

と,その表面が大気に接して急に冷え固まり，

まずかたい緻密な殼ができます。　しかし，内

部はその殼によって大気からしゃ断され，す

ぐには固まりません。このような状態のとき，

内部にあるまだ固まっていないマグマにふく

まれているガスが外部にでようとして全体に

ふくれあがり,表皮に割れ目ができるのです。

また，内部にはガスのぬけたあとが小さな穴

として残るのです。

　黒ボコ岩のような巨岩が，白

山火山の火口からどのようにし

て運ばれてきたのでしょうか。

次回は，このような巨岩を噴き

出す噴火について書きます。

　　　　　　　　<研究普及課〉

パン皮状火山弾（左）とその断面
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自然公園指導員紹介
しも　いえ　とも　み下家智見さん

　今年８月末，何年ぶりかで石川県を通過した台風がありました。当

然のこととして白山も荒れた。濃霧と強風と雨の悪天候下の白山で，

高校生２人が遭難死する事故が起きました。このとき地元を中心に編

成された捜索隊の指揮をとられたのが，　今回登場ねがった下家さんで

す。山男にしてはいささか小柄ながら，現職の警部補（金沢中警察署

外勤課）であり軍隊経験もおありとか，なるほど納得できる。

　今年７月，‾下家さんは環境庁より自然公園指導員として功労賞を受

けられました。昭和40年以来白山で指導員をなさっているのです。山

好きで，登山歴の多い下家さんですが，自然を楽しむだけの登山でな

いことも多いのです。下家さんが，相次いで起る遭難事故を機に，県

警内に自主参加での山岳会゛かもしか山岳会″を組織されたのは，昭和37 年たったそうですから，

白山が国定公園から国立公園へと昇格した年にあたります。救助活動が中心で

は冬山や岩場登はん技術の習得が必要で, 下家さん自からが訓練にあたられたのでした。ちなみ

に，下家さんは日本山岳協会公認の第一種指導員をもなさっています。

　このように，遭難救助に広く活動をなさっている下家さんですが，お生れになった所が小松市

の山間部，西俣だそうで，その所為か山が好きだとおっしゃり，白山に限らず立山をはじめあち

こちお登りになっています。ただし，立山の登山はアルペンルートが開通した頃を境に止められ

たとのことです。理由は山でなくなったからだと答えてくださいました。下家さんの基準からす

ると，白山にはまだ人を魅きつける自然があると言えそうです。ただ，別当出合上に延びる工事

専用道やスーパー林道には，自然の保護のみならず人命救助の上からも賛成しかれるとのお考え

でした。自然の雄大さに相応しい接し方には，それなりの気構えが要求されるべきだと言うこと

でしょうか。便利に登山できるようになった立山や乗鞍などで, 事故が急増しているのは既に周

知のことです。

　登山者には，危険を避けて山を楽しむことを，公園行政には，現状維持の方針での管理をと言

うのが下家さんの御注文とお聞きしました。

山日記
　今年の夏山は, 例年になく大変にぎわいました。いつもの年ですと，土・口曜日に集中しがち

だった登山者が，今年は一週間を通じてみられたようで，室堂はじめ各山小屋などは大層にぎわ

いました。

　こうした今年の白山国立公園の利用状況を観察してみますと，もう一度,公園利用のあり方を

いろいろと考えなおしてみなければならない点が，いくつかみあたりました。利用のピークをす

ぎた現在，　夏山の反省会や岐阜・富山・福井各県関係者とも種々話し合い，より快適に自然を楽

しんでいただくよう，努力しています。皆様の御意見をおよせ下さい。

　ところで，今年は利用者が多かったにもかかわらず，昨年や一昨年にくらべて，ゴミなどが少

なかったようです。これは，自然公園指導員の方々や地元の人達の努力の結果でもありますが，

それにもまして，利用された皆様のモラルの向上が大きくこれに頁献しているものと，よろこん

でいます。

　ただ非常に残念なことが１つありました。それは去る８月に高校生が遭難死したことです。∩

山は比較的登りやすい山ではありますが，　何分高山のことです，天候の急変には充分注意してい

ただきたいものと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈自然保護課〉
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たより

○中宮温泉の白山自然保護センターの蛇谷をはさんで川向いに，環境庁の補助を得て休

　憩園地を造成しました。吊橋を渡ると，芝生の広場と木造の休憩小屋があります。植

　樹などのセンタ―玄関前の整備工事にも着手しました。現在センター周辺は道路改良

　が進んでいて，大型土木機械がうなりを上げていますが，紅葉の頃までには静かで落

　ついた白山国立公園内にふさわしいセンター周辺になるでしょう。

　○今年２月と７月に蛇谷周辺のニホンザルの取材に訪れていた岩波映画より，フィル

　ムが２本寄贈されました。「ニホンザル豪雪と闘う」と「夏山，子猿の冒険」でともに

　カラー25分。東京,大阪方面ではテレビ放送されましたが,北陸地方では未公開です。

　子供向けの理解しやすい編集で，大変よくできています。

○立山のライチョウを白山へ移殖してはどうかという話が出て, 8月から，当センター，

　環境庁，富山県などが協力して技術的に可能かどうかの調査を始めました。この調査

　は来年まで続きますが，人間の手で白山ヘライチョウを呼びもどすことが良いのかど

　うかは，我々県民全体が考えなければいけない問題として残されています。意見をお

　寄せ下さい。

○９月18日より,尾口局の電話自動化により白山自然保護センタ-の電話が変更になり

　ました。（電話　新番号　076196－7111）
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